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体育学部・長名シオン准教授が筋肉の健康を支える新たな仕組みを解明 

―ミトコンドリアを守る酵素「Metap1D」の

役割を解明― 
 

本研究では、「Metap1D（Methionine aminopeptidase 1D）注 1」というペプチド分解酵素注 2が細胞内のエネル

ギー工場であるミトコンドリア注 3 の機能を維持することで、筋肉の形成や再生を支えていることを発見しまし

た。本成果は、加齢や疾患による筋力低下の新たな理解と治療法開発につながる可能性があります。 

本研究成果は国際学術誌「Experimental Cell Research」に 2026年 4月 2日付でオンライン掲載されました。 

 

ポイント 

・筋肉のもととなる筋原性細胞注 4の健康を保つ仕組みは十分に分かっていなかった。 

・ミトコンドリア内のペプチド分解酵素「Metap1D」が筋原性細胞の正常な筋分化注 5に必須であることを発見。 

・将来的に、筋力低下や筋疾患の新たな治療標的となる可能性を明らかにした。 

 

研究の背景 

筋肉は、体を動かすだけでなく健康を維持するうえでも重要な組織です。その維持には、筋肉のもととなる細

胞（筋原性細胞）が正常に増え、適切に働くことが不可欠です。しかし、これらの細胞の健康がどのように保た

れているのかは、十分には解明されていませんでした。そこで本研究では、細胞内でエネルギーを生み出すミト

コンドリアに着目し、その機能を支える分子の役割を調べました。 

 

研究結果の概要 

本研究により、ミトコンドリアに局在するペプチド分解酵素「Metap1D」が筋原性細胞の健康維持に重要である

ことが明らかになりました。Metap1D が正常に働いている場合、ミトコンドリアは適切な形と機能を保ち、細胞

は活発に増殖・分化します。一方で Metap1Dの働きが低下すると、ミトコンドリアは断片化し、その機能が低下

することで細胞の増殖能力も損なわれることが分かりました(図)。この結果は、筋肉の形成や再生においてミト

コンドリアの状態が極めて重要であり、その維持に Metap1Dが関与していることを示しています。 

 

本成果の意義 

加齢や病気に伴う筋力低下は、健康寿命に直結する重要な課題です。本研究は、筋肉の衰えの新たな分子メカ

ニズムを示したものであり、将来的には筋疾患や筋肉減少症サルコペニア注 6 に対する新しい治療法の開発につ

ながる可能性があります。 

 

掲載情報 

本研究成果は、国際学術誌『Experimental Cell Research』に掲載されました。 

 

本研究は、日本学術振興会科学研究費助成事業(JP23K16670）の支援により行われました。 



 
 

 

 

図：本研究の概要図 

Metap1D はミトコンドリアに局在するペプチド分解酵素である。筋原性細胞における Metap1D 阻害はミトコン

ドリアの断片化を引き起こし、細胞増殖能と筋分化能を低下させる。 

 

用語解説 

注1） Methionine aminopeptidase 1D（Metap1D）  

細胞小器官であるミトコンドリアに局在し、新しく作られたタンパク質の先端にあるメチオニンを切

り取ることで、タンパク質を適切な状態に整える酵素の一つです。 

注2） ペプチド分解酵素 

ペプチドとは 2 つ以上のアミノ酸が鎖状につながった分子の総称で、それらを最小単位のアミノ酸へ

と分解する酵素群です。 

注3） ミトコンドリア 

細胞内に存在する小器官の一つで、栄養素からエネルギー（ATP）を作り出す働きを持つ。“細胞の発電

所”とも呼ばれ、細胞の活動や生存に不可欠です。 



 
 

注4） 筋原性細胞 

筋肉のもととなる細胞で、増殖して筋肉へと分化する能力を持ち、筋肉の形成や再生に重要な役割を果

たします。 

注5） 筋分化 

筋肉のもととなる細胞（筋原性細胞）が増殖した後、融合して筋管を形成し、成熟した筋肉細胞へと変

化する過程。 

注6） 筋肉減少症サルコペニア 

加齢や疾患により筋肉量が減少することで、全身の筋力低下および身体機能の低下が起こることを意

味します。 
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